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教育長おはようございます。朝の冷え込みが感じられる季節となりました。今週末か

ら, 12月上旬にかけて小学校の日光移動教室が始まります。冬の時期に日光移動教室に

むくのは初めての経験となります。延期となっていたものが実施されるため, よかったと

思います。風邪を引かず, よい体験ができることを期待したいと思います。 �

〔■をと̶ちを̶のキ旨ざ3

午前9時30分, 教育長は開会を宣言し, 署名委員として2番藤井委員, 3番富山教育

長職務代理者を指名した。

c̶を言義き金泰のポ言忍二

・令和3年9月30日開催の令和3年第9回国分寺市教育委員会定例会議事録第11号

c孝夕きをぎの幸艮さ〕

(報告の内容と説明)

教育長2点報告をさせていただきます。1点目, 国分寺市立学校における新型コロナ

ウィルス感染症の状況をお伝えいたします。市内の小学校においては, 2学期がスタート

し新型コロナウィルス感染症の感染, また感染の疑いにより欠席する児童.生徒数も急

激に滅少し緊急事態宣言が解除された後は, 徐々に制限を緩和しながら教育活動の充実

に努めてきました。しかし, 10月末から11月上旬にかけまして, 複数の市立小学校にお

きまして, 複数の児童の感染の報告がございました。この間, 教育委員会といたしまして

は, 学校と情報共有を図りながら, 学校医, また多摩立川保健所の指導, 助言を仰ぎなが

ら対応を図ってきました。

市立小学校1校におきましては, 保健所の疫学調査の結果, 1つの学年, 2学級の児童

全員を対象にスタリーニング検査を実施いたしました。唾液によるPCR検査ですが, そ

の結果, 新たに複数の児童の陽性が判明した状況です。この学校は, 調査の実施や, また

感染拡大防止のため数日間, 当該学級, 学年を臨時休業させていただきました。現在は通

常の登校状況になっております。臨時休業中は, 全員がタブレットを持ち帰り, オンライ

ンによる指導を行ったと報告を受けております。

市立学校全校に対しましては, 副校長会において, 改めて感染防止対策を撒底するよ

うに, また児童.生徒の健康観察を丁寧に行うように指示をさせていただきました。さら

に保護者に対し, 学校内での感染症拡大防止のために児童.生徒, また御家族が体調不良

の際は速やかにかかりつけ医など医療機関への受診をお願いするとともに, 体調が回復す

るまで登校を控えていただくことを周知するようにお願いいたしました。

本日の段階で感染が広がっているという状況はございません。今後も各校の児童.生

徒の状況をしっかりと見守りながら, 迅速な対応を図っていきたいと思います。

続きまして2点目, 前回御協議いただきました西恋ケ窒四丁目用地の活用についての

報告です。委員の皆様方に3回にわたり御協議をいただきました。これまでの協議のまと

めとしては, 教育施設として活用するということであれば, 現恋ケま公民館の暫定的な施

設として活用することを希望するという方向でおまとめいただいております。

しかし, 現在, 西恋ケ建四丁目用地の状況を担当課が伺ったところ, 国分寺市役所の

公用軍の駐車場として活用している状況です。これは新型コロナウィルスワタチン接種の
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ために, 国分寺市役所に来庁される市民の皆様に駐車スペースを確保する必要があり, 公

用車を国分寺市役所に近い西恋ケま四丁目用地に駐車しているためです。今後3回目のワ

タチン接種が始まる状況で, 来年度もしばらくの間この状態が継続する予定になっており

ます。新型コロナウィルス感染症対策として西恋ケ建四丁目用地についても, 今後しばら

くの間活用が見込まれることから, 今回御協議いただいたことも, しぱらく状況を見据え

ながら, 対応を考えていきたいと思っておりますので, 一旦私に預からせていただきたい

と思います。何とぞ御理解レ、ただきたいと思レ、ます。

(意見・質疑の要旨)

仕委員新型コロナウィルス感染症の感染状況について, 質問させていただきます。臨

時休業まで至ると, これまでとは違った事態であり, 児童, それから保護者, 御家庭も驚

かれたと思います。現在は通常の状態に戻っているようですが, 児童に心理的な影響や,

感染した児童が学校に来づらくなってしまった, タラスの中でトラブルがあったのではな

いかを懸念しております。先生方はもちろん具体的に御対応いただいたと思いますが, そ

のような影響があったのか, もしあったのであれば, 影響に対応した学校はどのようなェ

夫をしたのか教えてください。

学務課長臨時休業した学校は, 校長先生をはじめ先生方で, お休みされた児童, 登校

されている児童のケアで大変に御苦労されたと思レ、ます。具体的な報告をまだ受けており

ませんが, お休みの状況として新型コロナウィルス感染症の感染が心配であるという児童

が数名いたと伺っています。現在は, 徐々に落ち着いてきていると思います。詳しい状況

がわかりましたらお伝えできればと思います。

教育長学校からは特段の心配なお話は伺っていませんが, 先ほどお話ししたように全

員がタブレットを持ち帰って, 担任から呼びかけをしたり, オンラインによる指導をした

りという交流は図っております。そのため安心感があったと思います。また陽性になった

児童も, 臨時休業後はすぐに登校できるような状況だったため, そのことについて指摘さ

れることもなかったと推測しています。学校には人権上の配慮を第一に考えて指導をする

ようにお願いしていました。

比委員まだ御対応2週間程度で間もないと思いますが, 先生方が具体的にこのような

対応をしたら, とても効果があったなどの対応方法がこれから蓄積されていくと思います

児童への効果的な声かけや, 保護者への説明の仕方を校長先生, 副校長先生を始め現場の

先生方や学校間でも共有していただいて, 保護者にとっても, 学校にとっても, もちろん

児童にとっても初めての事態のため, どのような対応がよいのかをぜひ研究していただけ

ればと思いました。

学務課長状況についての蓄積ノウハウ等は, 各学校にお伝えするのは本当に大切なこ

とだと思います。校長会あるいは副校長会等でお話ができろような状況をつくる, または

私から御説明, 御報告, 情報共有させていただきたいと思います。

教育長ぜひ学校から聞き取りをして, 今回よかった点や成果をほかの学校にも生かし

ていただけたらと思います。

c言義き二

なし
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にナ症言義二

なし

c幸艮を〕

1令和3年10月1日付けの児童生徒数等椎計と同推計を踏まえた市立小学校35人学

級の実施に係る対応について

(事務局からの説明)

学務課長学務課より御説明をさせていただきます。資料11を御覧ください。児童

生徒数の推計についてです。このたび, 学務課におきまして, 今後5年間の児童生徒数の

推計をむいました。こちらは, 本年4月1日の住民登録者数, また10月1日の児童生徒

数を基礎の数値としまして, 入学率, まちづくり条例に係る開発戸数等を勘案しまして算

出しております。

学級につきまして, 国分寺市では小学1, 2年生, 中学校1年生は1学級35人, ほか

の学年は1学級40人として学級編制を行っております。小学校の学級人数について, 令

和7年度までに全学年1学級35人を実現するための法改正が令和3年4月1日に施行さ

れ, 国分寺市は, 令和4年度には1年生から3年生まで, 令和5年度は4年生, 令和6年

度は5年生, 令和7年度は6年生までの全学年を, 段階的に1学級40人から35人に引き

下げた内容で, 今回学級数を算出し, 網掛けで示しております。

なお, 小学校, 中学校ともに資料下段, 2ページ, 3ページに, 算出方法について記

載をしておりますので, 御確認いただければと思います。

昨年, 11月に教育委員会定例会で報告させていただきましたものと同じ椎計と比較し

ますと, 学校によっては児童生徒数が増加した学校, 滅となった学校とありますが, 全体

として小学校は若干の児童数増加の傾向が見られます。中学校は横ばい状況と推測してい

ます。児童・生徒に影響がない形で施設等の対応ができるようにしていきたいと考えてい

ます。

教育総務課長次に, 資料12を御覧いただきたいと思います。学務課から説明いた

だきました児童生徒数等の推計です。こちらを踏まえまして当課で全小学校の35人学級

の実施に向けて, 学級数の増減椎移をわかりやすく示した表がこの資料です。

表の左側の項目を御覧いただきたいのですが, 一番上の令和3年度の項目は, 10月1

日時点の各小学校別の学級数です。その下の令和4年度当初の項目から令和8年度当初の

項目までは, 5年間の各年度当初における各小学校別の想定学級数を示しております。そ

の下の項目ですが, こちらは今後5年間の各学校別の最大学級数を, さらにその下の項目

につきましては, 各学校別の保有教室数を, そして一番下の項目につきましては, 現時点

で各学校施設において, 普通教室へ転用を行うことができる教室数をそれぞれ示しており

ます。マイナスがついている第二小学校から第五小学校まで, 第七小学校, 第九小学校及

び第十小学校, この計7校につきましては, 今後各学校での普通教室の確保が困難になる

ために, 増築や特別教室の改修などが必要になることを示しております。また, 横方向の

第一小学校から第十小学校までの各学校別の欄を御覧いただきますと, 第六小学校及び第

九小学校の欄におきましては, 通学区域の弾力的運用区域, この設定によりまして本来第

六小学校の通学区域にありながら第九小学校への通学の選択が可能となっている東戸倉一

丁目6番地から東戸倉二丁目までの地域, こちらをもとの第六小学校のみの通学区域に戻

す運用をむった際の両校の学級数のシミュレートについて, それぞれ選択可能地域の欄の
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廃止の欄に記しています。

今後につきましては, これらのシミュレーション結果を踏まえながら, 本市の市立小

学校の35人学級の実現に向けた学校施設の整備等について, 検討してまいりたいと考え

ております。

説明は以上です。

(意見・質疑の要旨)

社委員第九小学校も選択可能地域が入るのでしようか。廃止を見込んでいるのでしよ

うカュa

学務課長もとは第六小学校区域の地域で, 第九小学校に行ける地域がございます。そ

ちらを勘案して廃止した場合, 現むの場合, という形でのお示しになっておりますので,

第六小学校と第九小学校がそれぞれ連動しています。

仕委員第六小学校が減ると第九小学校が増える関係にあるのですか。

学務課長はい。

教育長現在, 第六小学校の学区域だけれども, 第九小学校を選ばれる方が多い傾向が

あります。そこを廃止すると全ての児童‘生徒が第六小学校に行くことになるため, 第九

小学校は滅るという状況になります。

弾力的運用の審査基準の中に, 施設等の運営上, 問題がない場合は弾力的運用を行うこ

とになっています。今回35人学級の実施の対応について, ある一定の施設等への課題も

出てきています。そこを踏まえて当面の間, この地区は選択可能を削除する, 停止するこ

とを考えていきたいです。今回は, 仮のシミュレーションをお示しさせていただき, 今後

御協議をいただきたいと思っております。

藤井委員児童生徒数の椎計について, 急激に児童’生徒数が増えている箇所は, 大型

集合住宅ができたためと思います。第四小学校の5年度から6年度にかけて, 大幅に滅少

しています。市内全体で約50人滅の内訳のほとんどが第四小学校の1年生です。これは

集合住宅ができ, それまで数年間にわたって多くなったその効果が切れてきたからでしよ

う力、。椎計方法や, どのような影響によるものなのかわかれば教えてください。

学務課長1年生は, 現在の住民登録されている年齢を拾っておりますので, その年に:

生まれた児童数が実際的に少ない状況によるものです。

藤井委員影響や具体的な原因はわからないですか。

学務課長はい。

教育長読み切れない部分も実際にはあるのですが, ■分寺市は新たな宅地開発なども

進んでおります。そのような状況も情報を得ながら考えていきたいと思います。

児童.生徒が増えることはありがたいことですが, 一方で施設面での課題も出ている状

況を御理解いただきたいと思っております。小学校の場合, ピータが令和7年度になりま

す。8年度は若干減っていきますので, そこから少し減っていくの力、, あるいはコロナの

影響で8年度は少し減っているのか, そのあたりはまた見極めていかなくてはいけないと

思っております。ひとまずは椎計として御理解をいただきたいと思います。

2寄附の受領について

(事務局からの説明)

教育総務課長資料2 1を御覧いただきたいと思います。寄附物件は有田焼の盡です
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静海苑の松本宗薫様より市立第九小学校に御寄附をいただきました。第九小学校では10

月1日の開校50周年行事におきまして, 演台に, この盡を使用させていただきました。

今後各種行事におきまして, 必要に応じてこの盡を使用させていただくと伺っております。

報告は以上です。

画書館課長兼本多図書館長資料2 2になります。去る10月24日に『図書館でクワ

ガタを謂べて.学んで.育ててみよう』という事業を開催いたしました。今回の寄附は,

この事業で講師役を務めていただきました方から, 事業の趣旨に御賛同いただきまして,

オオタワガタの成虫, 雄, 雌各7匹ずつ合計14匹を事業参加者への飼育用として御寄附

をいただきました。寄附者はお名前を伏すことを希望され, 本人評価額2万円相当の寄附

の申出になります。

報告は以上です。

(意見・質疑の要旨)

大木委員オオタワガタは御寄附いただいた後はどのように, それぞれの図書館で飼育

するのでしよう力、。

図書館課長兼本多図書館長この事業は, 参加者にタワガタの飼育をしていただく事業

になります。1回目は10月24日に開催し, タワガタの説明と, 育て方についての。青義を

いたしました。2回目は, 年が明けて3月27日, 親子で育てていただきました結果につ

いて報告会をする予定です。

大木委員参加された方は7組で, それぞれの御家庭で大事に育てられている最中で

しよう力ん

図書館課長兼本多図書館長はい。

大木委員安心いたしました。図書館に来て, 図書館でどのように育てるのだろうと心

配になりましたが, それぞれの御家庭で飼育していただいて, その後, 報告会があり, そ

の後は引き続き各御家庭で飼育していただくのですか。

画書館課長兼本多国書館長飼育していただきます。

大木委員単に本を読み, 調べるだけでなく, 体験をもって, 事業へ参加できますと,

より実感も湧き, さらにそれに基づいていろいろなことを調べようという気持ちも高まっ

てくると思いますので, 大変よい事業だと思いました。ぜひ今後とも続けていただければ

と思います。

教育長今回初めての試みで, このような事業を開催させていただき, 大変な人気で申

込みが多数ありました。

図書館課長兼本多図書館長38組の応募がありました。

教育長。青師の方にオオクワガタの寄附や御指導もいただき, 図書で調べながらこの夕

ワガタを育てていくという取組です。

3第4次国分寺市特別支援教育基本計面(義務教育時)(案)のパブリック・コメント

の実施について

(事務局からの説明)

学校教育担当課長第4次国分寺市特別支援教育基本計画(義務教育時)(案)のパブ

リッタ・コメントの実施について, 御説明をいたします。

令和4年度以降の国分寺市における特別支援教育の方向性を示すため, 今年度は5月
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より国分寺市特別支援教育推進委員会を設置し, 10月末までに全5回の検討を行ってま

いりました。その検討内容をまとめ, 委員長から教育委員会に報告がされました。そちら

が今回資料で示したステープラー止め2つ目のものとなります。「国分寺市特別支援教育

推進委員会報告書」です。報告書を踏まえ作成したものがステープラー止めしたものの1

つ目, 「第4次国分寺市特別支援教育基本計画(義務教育時)(案)」です。

では, 計面案の内容について御説明をさせていただきます。本計画の策定に当たりま

しては, 第2次国分寺市教育ビジョンの個別計画であることが明確となるように構成を工

夫してまいりました。計画の2ページの目次を御覧ください。全体の構成は, 8つの大項

目に分けてまとめております。内容は, 既に御確認いただいていることと思いますが, こ

の中から各項目における特徵的な部分を御説明させていただければと思います。

4ページを御賞ください。計画名及び計画期間とありますが, 計画期間の部分です。

本計画が第2次国分寺市教育ビジョンの個別計画であることから, 計画期間も, 次期の教

育ビジョンが策定され施行となる年度, 令和7年度に次の特別支援教育基本計画の検討が

進められるよう, 期間を4年間としております。

次に, 6ページを御覧ください。特別支援教育の理念や共生社会の形成に向けては,

第3次の計画にもお示しをしておりましたが, 今回はここに国分寺市の目指す姿が明確に

なるようにして欲しレ、と御意見をいただきました。教育ビジョンの中から本計画に該当す

る部分を抜粋して記載しました。

7ページから9ページは, 現在の国分寺市の特別支援教育の状況を記載しております。

また10ページから13ぺージは, 第3次の計画の実施状況や学校へのアンケートから得ら

れた成果と課題を記載しております。これらの情報をもとに, 国分寺市特別支援教育椎進

委員会で新たな計画について検がを進めてまいりました。この椎進委員会で検討をした課

題は, 14ページにまとめて記載をしてございます。

令和4年度以降の特別支援教育における具体的な方向性は, 15ページ以降のだ載とな

ります。15ページの構成図にあるように(1)特別支援教育体制の充実, (2)特別支

援教育の理解椎進, (3)教育相談体制の強化, この項目は第2次国分寺市教育ビジョン

における項目と一致をさせております。

16ぺージを御覧ください。特別支援教育の充実としてアから力までの6点の取組を記

載しております。特別支援教育推進委員会では通常の学級におけるュニバーサルデザイン

を意識した指導.支援の充実や, 特別支援教室との連携, 特別支援学級における専門性の

向上などに関して多くの御意見をいただきました。

17ベージの学校生活支援シート等の活用については, 学校と保護者の情報共有の重要

性について御意見があり, 共有方法について具体的に記載をすることとしました。

次に, 21ぺージを御覧ください。G I GAスタール構想に基づき配備したタブレット

端末の効果的な活用についての御意見を多数いただきました。このI CTに関する項目は

本計画から新たに加わったものとなります。

22ページの特別支援教育の運営方法の充実は, ガイドラインの見直しに加え, その周

知の重要性についても御意見をいただいているところです。

次に, 23ページを御覧ください。近年, 対象児童.生徒が増加傾向にあること, 特に

小学校の知的障害特別支援学級の人数の多さや, 1校の人数が市内全体の在籍人数の半数

に当たる学校も出てきていること力’ん対応すべき課題として挙げられました。新たな学級

の新設や学区域の変更は, 今後の在籍人数の椎移や教室など施設のことも含めて, 慎重な
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検討が必要なため, 本計面では今後の動向を注視しながら, 4年間の中で検討を進めるこ

とを明記することにしました。

では, 24ページの特別支援教育に関わる支援の充実を御覧ください。これについては

今後もタラスアシスタントやサポート教室支援員等の状況を把握しながら, 必要な配置に

ついて検討をしていくことを記載しております。

続いて, 25ベージ以降になります。25べージ以降は特別支援教育の理解推進に関わる

内容となっています。特別支援教育椎進委員会で特に意見が多く出されたのは, イの交流

及び共同学習の推進についてです。効果的な交流等にするため特別支援教育コーディネー

ターを始めとして, 組織で支援体制を検討していくことや, 関係者のみにとどまらず学校

全体で状況を共有することの重要性にっいて記載をいたしました。また, 教員の研修の重

要性についても御意見をいただきました。27ページにあるように, 研修内容を整理する

とともに主たる対象者を設定しておりますが, 全ての職層等を対象者として広く見識を深

められるようにしております。さらに28ページの教育相談.特別支援教育コーディネー

卜椎進委員会の充実を通して, 学校と国分寺市教育委員会の連携強化にも努めてまいりま

す

次に, 29ページ以降の就学相談の充実では, 31ページの特別支援教室の入室退室に関

するシステムは大きな変更となります。東京都のガイドラインに基づいた変更となります

が, 特に指導期間が原則1年となる点は, 児童.生徒や保護者との合意形成を十分に図っ

ていくよう意見がございましたので, こちらには, 運用の中で留意していく必要があると

考えております。

次に, 34ページ以降の特別支援教育体制の強化についてです。中でも35ページの不登

校児童・生徒等への支援の推進は, 今回新たに設けた項目となります。不登校の要因は

様々ですがコミュニケーションの苦手さなど個々の特性が関係している場合や, 周囲の音

や人の多さなど環境が影響している場合などに, 特別支援教育の視点を踏まえた支援方法

を検討していくことが必要との意見を踏まえて設定したものとなります。併せて36ペー

ジのトライルームの充実にも努めてまいります。

以上, 簡単ではございますが第4次国分寺市特別支援教育基本計画(義務教育時)

(案)について, 御説明をさせていただきました。

では, 資料3, 1枚目にお戻りくださレ、。今後は, 12月15日水曜日から1月14日金

曜日までの期間にパブリック・コメントを募集し, 12月18日土曜日と12月23日木曜日

に, 二度の市民説明会も行う予定となっております。市民からの意見の反映にっいて検酎

した後に, 2月10日木曜日の教育委員会臨時会にて最終案を議案として提出させていた

だく予定となっています。

以上でございます。

(意見・質疑の要旨)

大木委員支援の対象となる児童.生徒の人数が増えていろのですが, それぞれの児

童.生徒に対して, 学校生活支援シートや, 個別指導計画を個別丁寧に, 作成していく必

要があると思います。同時に人数が多くなりますと, 担当の先生方の負担増など, マンパ

ワーの問題も生じてくると思います。その点は課題であるという記述がございますが, 課

題を踏まえて, 今後どのように進めていきたいとお考えなのか御意見を伺わせてくださレ、。

学枝教育担当課長今後人数が増えてくる点は, 例えば23ページの特別支援学級に関し
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ては, 学級の新設等が考えられます。学級の新設になれば教員等ももちろん増え, 正規の

教員は東京都が決めている基準に基づいて配置されます。それ以外の支援員は, 先ほど見

ていただきましたが, 24ページの特別支援教育に関わる支援の充実の中で, 国分寺市で

つけている特別支援学級介助員や, サポート教室の支援員, それからタラスアシスタント

の方々の職務の内容があります。この内容, それから実際の状況, その内容をきちんと果

たしているかどうかも見極めながら, 必要な支援は検討していくことで, 今回もここに必

要に応じて支援をしていくと書かせていただきました。そこは状況をしっかりと見ながら,

考えていく必要があると現在は考えています。

大木委員対象となる児童.生徒の数が増えますと, 担当する教員負担が単純に多くな

るだけでなく, それによってその他の児童.生徒に対する目の行き届き方が薄くなってし

まうと懸念いたしましたので申し上げた次第です。クラスアシスタントや, 特別支援学級

介助員, サポート教室の支援員等々の増員も含めてより充実させていただき, 必要とする

児童・生徒に, 必要とする支援が十分に行き届くように, 進めていただけれぱと思います。

藤井委員26ページ, 副籍制度に関する理解啓榮の推進について, これは制度として存

在しているのに, まだうまく活用し切れていないため, 啓発を図る場合, 受け入れる側で

はなく, このような制度があるから, ぜひ積極的に使用してくださいと, 特別支援学校に

在籍する児童・生徒や, その保護者に理解を図る方向でしよう力、。もし, 啓発が必要な場

合, この制度を活用するのに障壁があって, 使い勝手が悪いという問題があるのではない

かと思います。現状の利用の仕方が, もしうまく活用されていないのであれぱ, どのよう

な点がネッタになって, うまく活用し切れていないのか情報があれば, 具体的にお伺いで

きれぱと思います。

学校教育担当課長副籍制度は, 東京都がむっている制度です。特別支援学校から, そ

の都度児童.生徒が希望された場合, 国分寺市では100%受け入れています。充実させる

ためには, 特別支援学校の児童.生徒に, 副籍制度の理解, また国分寺では, このような

ことも学校でいろいろと協力をしてくれると知っていただくことが大事かと思います。特

別支援学校との連携強化で, 効果的な取組をしている学校のことを特別支援学校に紹介を

して, 児童.生徒にもその内容をお伝えいただくことが, よいと考えております。

教育長先ほど障壁というお話もありましたが, なかなか椎進まで至っていない状況に

あるのですが, 何か課題はあるのですか。

学校教育担当課長新型コロナウィルス感染症の影響によりなかなか直接交流が難し

かったです。ただ, それまでもあまり直接的な交流は, 数が少ない状況です。多いのは郵

送等を通して学校だよりや, 学級だよりの交換が行われていて, 実際にその児童.生徒が

学校に来るためにどのような手段で来る力、, 来た後の動線をどうする力、, それから来たと

きにどのような授業に入っていただくのがよいのか, 打ち合わせを事前に綿密にとってい

かなければいけないため, 特別支援学校の先生方, それから国分寺市の教職員含めて, き

ちんと連携を深めていかなければならないのですが, そこについて効果的な方法や, もっ

と簡易に充実できるようなことがあるとより充実してくると考えております。

富山教育長職務代理者21ページのI GTの効果的な活用の推進と, それから35ページ

の不登校児童.生徒等への特別支援教育の視点を踏まえた支援の推進が, 新しく設けられ

たと説明があり, 良かったと思います。I CTの活用が特別支援教育の中で, 使い方に

よっては, かなり効果が出てくると思います。ただ, その活用, 障害の種別や程度で, ど

う活用していくかは, 先生方も大変苦慮なさる部分で, これから研究開発していかなけれ
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ぱならない部分もたくさんあるかと思います。そのような場面の教育委員会の支援も重要

だと考えています。

令和元年度は, 不登校児童が小学校で多くなり, その部分でもI CTが効果的に活用で

きる部分があると思いますが, 使い方は児童.生徒, 保護者, 先生方の指導の仕方も研究

開発していかなくてはならない部分, あるいは研究開発した部分をそれぞれ共有化しなが

ら, さらにいいものにしていくことがソフト面の部分で求められるかと思います。学校だ

けでは難しく, 教育委員会の支援など環境整備も必要になってくると思います。そのよう

なことが盛り込まれるとよいと思います。

学校教育担当課長I CTは, 特にG I GAスタール構想に伴う, かなり大きな変化に

なっております。有効活用されるように情報教育椎進委員会を通して, 学校間の共有をま

ずは図り取り組むと同時に, G I GAスタール構想は国でも先進事例を多くホームページ

等で発信してくれています。そのような事例をもとに, 効果的な事例を周知していきたい

と思います。

仕委員22ぺージのサポート教室の運営方法の充実について伺います。全国の市町村教

育委員会のオンライン協議会に参加した際, その中で基調講演があった後, 少人数に分か

れての分科会に参加しました。そこで各市の取組を短くまとめたものを発表して, それを

もとに意見交換を自由にする場がありました。参加した分科会が不登校・いじめについて

考える会だったのですが, 学校指導課でまとめていただきました資料をもとに, 国分寺市

の取組について簡単に私からお話をした後に, 参加者から, サポート教室について知りた

いという御質問がありました。また, その後の話し合いでもサポート教室のような場は大

事だと思うという意見も複数の参加者からいただきました。

私も改めて22ぺージの記載をそのような目でもう一度読み直してみますと, サポート

教室は, 複数の要素が入っています。はじめは通常学級の児童.生徒で教科指導の補充を

図るために通う場所としてありました。それから, 特別支援教室と併用することもできる

ようになり, さらに平成30年度からは, 不登校または不登校傾向の児童.生徒の居場所

としても有効活用していこうとなり, 利用する生徒も, 目的も, 様々です。指導する先生

もいろいろな方が関わると思いますが, ここがどのような場所なのか, 市民にはわかりづ

らくなっているのかもしれないと感じました。

トライルームの場合, 場所や名前も, いわゆるキャッチーな名前がついているため, こ

のような場所で, このような目的で行って, このようなことを期待して打くということが

わかるのですが, サポート教室は, いろいろな要素が盛り込まれている分, トライルーム

ほどには見えにくい存在で, もったいないと思いました。パブリッタ・コメントもサポー

卜教室について, 何か御意見がありましたらぜひ積極的に取り入れていただいて, 市民の

皆さんとの双方向キャッチボールをして, 今回の計画でよりよく光が当たっていくとよい

と思いました。

学校教育担当課長特別支援教室推進委員会の中でも, このような制度に関しては, よ

り力を入れていかなければいけないのではないかという意見をいただいております。この

計画ができた後も, どのような周知の図り方ができる力、, しっかりと検討をしていきたレ、

と思っております。 �

教育長サポート教室は, いろいろな機能を果たしていただいているので, それをしっ

かりと整理をして, しっかりと発信をしていただけたらと思います。
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4令和2年度不登校児童生徒数及びいじめの件数について

(事務局からの説明)

渡辺指導主事令和2年度不登校児童生徒数及びいじめの件数について, 御報告いたし

ます。資料4を御覧ください。

1の国分寺市立小.中学校における不登校児童生徒数を御覧ください。表の一番右に

ある数値が, 令和2年度の状況です。1年間の中で病ぢ等を除く理由で学校を30日以上

欠席した場合, 不登校として計上いたします。令和2年度は小学校が46人で出現率は

0.80%でした。中学校が92人で出現率が3.97%でした。令和元年度と比べると, 小学校,

中学校とも出現率は全体的に下がりました。この一因は, 新型コロナウィルス感染症によ

る臨時休業や分散登校の期間があったことにより, 例年30日以上の欠席となりそうな児

童.生徒が, 出席日数の大幅な減少や分散登校による影響で, 日数が30日に至らなかっ

たこともあったと捉えています。依然として高い出現率であることに変わりはありません。

コロナ禍により学校や家庭における生活や環境の変化により, 生活リズムが乱れやすい状

況や学校生活において様々な制限がある中で, 交友関係を築くことなど登校する意欲が湧

きにくい状況にあったこと等も背景として考えられます。

学年別の椎移を見ると, 小.中学校ともに学年が上がるにつれて増えていますが, 昨

年度からの継続数は多くを占めています。特に令和2年度における中学校1年生は, 小学

校6年時に比べ2倍と増加していました。小.中学校の接続をいかに図るかが課題となり

ます。復帰率を見ると■や東京都が前年比で上昇しているのに対して, 国分寺市では年々

低下しています。社会全体では学校復帰のみにとらわれず, その先の社会的自立を考えて

いこうとする, 不登校に対する考え方の変化があるものの, 復帰率や当該学年の児童.生

徒は, 注視しなけれぱならないと捉えています。

また, 学校との連携はもちろん, スタールカウンセラーやスタールソーシヤルワー

カー, 教育相談室, トライルームなどの関係諸機関と連携し専門的な見地からアプロー

チするなどそれぞれの強みを生かした対応に努めていきます。今後も各学校において児

童.生徒の細かい変化を見逃すことなく, 未然防止の撒底をした上で休み始めた児童.生

徒への早期支援, 長期化への対応を図るよう指導してまいります。

次に, 資料下方, いじめの件数についてです。令和2年度の調査のいじめの件数につ

いて, 小学校が988件, 中学校が61件という結果になりました。今後も児童.生徒が嫌

な思いをした件については, 認知し, どんなことでも見逃さず, 丁寧に対応していけるよ

う努めてまいります。

なお, 小学校において重大事態として調査を継続しているケースが1件ございます。

御報告は以上になります。

(意見・質疑の要旨)

大木委員御報告の中で, 令和元年度から2年度にかけて出現率が低下しているという

御報告がございましたが, 母集団の数が増えているので, 形として出現率が低下していろ

のであって, 実隙の不登校の人数は変化がないため, 分析の表現については, 御留意いた

だけれぱと思います。令和2年度は出席が必要な日数自体が大幅に減っております。それ

を考えると, 恐らく例年であればもっと増えていると想定されます。

昨年度, 令和元年度の結果が出た際に御説明いただいていたかと思いますが少し失念

してしまいました。平成30年度から令和元年度にかけて, 特に小学校の人数がほぽ倍増
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しておりますが, その件は何か分析などはされておりましたでしようか。

野村指導主事昨年度倍増したことは把握しており, 理由について考え, トライルーム

の指導員に状況を聞きました。小学校が増えているのですが, 何かトライルームで情報を

つかんでいることはありますかと確認したところ, 小学校の相談がかなり増えていると聞

いております。ただ, その原因は多種多様であって, 一概にこれだと言えず, なかなか回

答できませんと聞いております。特に小学校が増えている点は, 今後も洋しく見ていきた

いと思っております。 �

教育長なかなか原因までは明らかになっていないという状況です。

大木委員不登校も, いじめも, いずれもこのような形で示されますと, 私たちは数値

として, 全体として増えた, 減ったという捉え方をしてしまいます。しかし, その個々の

児童.生徒, そしてその御家庭の保護者におかれましては, そういった集団としての分析

は意味がなく, 自分の子どもや家庭の個々の問題であり, そのような捉え方の差が, そご

を生むきっかけになろ一因にもなるかと思います。それぞれの御家庭でどのような形に進

むのであれ, 解決を希望されているはずです。

先ほどもお話がありましたように, 特に不登校は, 何か1つの要因のみによって生じる

ものではなく, 複数の要因が絡み合って生じているため, 実際には個別の対応を求められ

ると思います。それぞれの児童.生徒, そして保護者の気持ちを十分に酌み取って, 丁寧

に対応されることが望まれます。

同時に様々な規定や縛りがありますので, 個別対応をしたくてもできないことがあるこ

とも事実です。そのような点も, 保護者には御理解いただくように, ぜひ努めていただけ

ればと思います。

原因の分析も重要ですが, それ以上に児童.生徒の今後の人生において, どのような対

応をしていくことが大切か, その児童.生徒の将来の幸せな人生のために何をすべきか将

来志向の観点を持って, 保護者と教育委員会が連携をしていくことが重要です。ぜひ今後

も丁寧な御対応を続けていただければと思います。

5国分寺市教育フDAYSの報告について

(事務局からの説明)

野村指導主事国分寺市教育7 DAYSにっいて, 各課より御報告いたします。学校指

導課, ふるさと文化財課, 公民館課, 図書館課の順で御報告をしてまいります。

学校指導課です。資料51を御覧くださレ、。11月6日にコミュニティ・スタール

フォーラムを開催いたしました。当日は約40人の方に御参加をいただき, 各コミュニ

ティ・スタールの特色ある取組を紹介していただき, 質疑応答と持続可能なコミュニ

ティ・スタールの取組をテーマに協議会を莫施いたしました。

参加した市内各校の管理職からもコミュニティ・スタール導入に向けた質問があり,

コミュニティ・スタール各校から実践に基づいた回答をいただきました。内容や感想を資

料に抜枠して載せております。今回のコミュニティ・スタールフオーラムのさらなる充実

の契機としたいと考えています。来年度は学校公開と併せて1校のコミュニティ・スクー

ルをほかのコミュニティ・スクール関係者がホ問するなど, 方法をさらにェ夫をして実施

してまいります。

当日, いじめ防止児童会.生徒会フォーラムを開催いたしました。約80人の方に御参

加いただき, 本年度は学校の取組を報告し合った後に, どうしたら世の中から偏見や差別
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がなくなるのかをテーマに, 中学生が進行役になり話し合いを進めました。実施後のアン

ケートは, 抜粋して載せております。2人のいじめ防止対策審議会委員の方にも御出席い

ただき, それぞれ講評をいただきました。今後各校でフオーラムの内容を報告し, 児童

会.生徒会を中心にいじめの未然防止の取組の椎進に役立てるよう, 校長連絡会を通して

各校に伝えております。 �

ふるさと文化財課長ふるさと文化財課です。①レブリカをつくろう, ②子ども歴史ク

イズラリーを実施させていただきました。①レプリカをつくろうでは, 11月6日に16人

の子どもたちにお越しいただき, 瓦等のレブリカを作成し, 楽しんでいただきました。お

おむね参加者から御好評をいただいています。

続きまして, ②子ども歴史クイズラリーでは, 10月31日から11月6日までの休園日

を除き6日間実施をさせていいただきました。場所はおたかの道湧水園で, 対象者は中学

生以下の方です。主に日曜日や祝日に多くお越しいただき, 合計45人に御参加をいただ

きました。こちらはこのクイズラリーに参加をした後に, ①レプリカをつくろうというイ

ベントを知って, 6日にお越しいただいた方もいらっしやいました。2ぺージに①レプリ

力をつくろうと, ②子ども歴史タイズラリーの様子を載せております。今後もこのような

子どもたちに体験型のイベントを行うことで, 国分寺の歴史に親しみを持っていただくよ

うなきっかけづくりを行っていきたいと思っております。

公民館課長兼本多公民館長公民館では, 並木公民館におきまして, 並木芸術ギャラ

リーを開催いたしました。実施期間は, 新型コロナウィルス感染拡大防止のため期間を長

くして, 定期的に作品を入れ替え, 11月2日から3月27日の期間で開催しております。

そのうちの11月2日から11月21日の期間は, 特に近隣の第六小学校, 第十小学校, 第

五中学校の児童・生徒の作品を集中的に展示させていただいております。

通常, 芸術祭として音楽の発表も行うのですが, 新型コロナウィルス感染症の影響に

より, 作品展示で, 皆様からの作品を市民の方からもお寄せいただきまして展示をしてお

ります。その様子は裏面の展示の様子を御覧ください。ロビーを中心に2階の図書館につ

ながる階段も両サイド展示をしており, この期間中は, 小.中学校の児童.生徒の作品を

展示しています。

御自身の作品が公民館で展示されるため, 御本人や保護者が御覧に来ていただきまし

て, 来館されるケースが複数あり, 非常に喜んでいただいている様子がございました。

画書館課長兼本多図書館長資料5 4になります。図書館課は, 今年度も小学校1年

生から3年生を対象にする3冊入りの福袋の貸出を行いました。駅前分館を除く 5館で

25組用意し, もとまち図書館, 並木図書館は20組の貸出にとどまりましたが, 他の本多

恋ケ窒, 光図書館では, 各館で追加作成をして貸出を行いました。また, 事前に各学校に

チラシの配布をするなどをして周知に努めております。

野村指導主事以上で, ■分寺市教育7 DAYSの御報告を終わります。

(意見・質疑の要旨)

教育長コロナ禍で様々なェ夫をしながら, フォーラムもオンラインでの参加もありな

がら実施をさせていただきました。徐々にこのような事業も進められていることは, 大変

ありがたい, 幸せなことだと感じております。また, お時間がありましたら, 次回御参加

いただけたらありがたいと思います。
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午前10時40分, 教育長は閉会を宣言した。
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